
精神・神経科学 
責任者名：米原 啓之 
学期：前期 
対象学年：5 年 
授業形式等：講義 
 
◆担当教員 
米原 啓之(口腔外科学Ⅱ  教授) 
久保 英之(隣接医学  兼担講師) 
横瀬 宏美(隣接医学  兼担講師) 
鈴木 貴浩(隣接医学  兼担講師) 
金子 宜之(隣接医学  兼担講師) 
金森 正(隣接医学  兼担講師) 
 
◆一般目標（GIO） 
精神障害の分類および代表的な精神疾患について学修する。歯科領域で遭遇しやすい代表的な精神疾患について学
修する。医師・患者関係のありかた，精神障害者を有する患者との関わり方などについても併せて学修する。 
 
◆到達目標（SBOｓ） 
歯科診療を行うために必要な精神神経科的な知識を身につけ歯科診療を行うことができる。 
 
◆評価方法 
隣接医学Ⅲ（７教科） 
平常試験は「小児科学・耳鼻咽喉科学・眼科学・精神・神経科学」の範囲，定期試験は「皮膚科学・泌尿器科学・
産婦人科学」の範囲で判定を行い，両方の試験を総合して各 50%により評価する。 
 
◆オフィス・アワー 

担当教員 対応時間 ・場所など メールアドレス・連絡先 備考 
米原 啓之 
 

月曜日～金曜日 17：00～18：00 
口腔外科学第Ⅱ講座教授室 
 

yonehara.yoshiyuki@nihon-
u.ac.jp 
 

 
 

 
◆授業の方法 
授業は教科書，PC，黒板を用いて行う。平常試験後にはフィードバックを行う。 
 
◆教 材（教科書、参考図書、プリント等） 

種別 図書名 著者名 出版社名 発行年 
教科書 
 

隣接医学Ⅲ（PDF ファイル配
付） 
 

日本大学歯学部編 
 

日本大学歯学部 
 

令和５年 
 

参考書１ 
 

ICD-10 精神および行動の障害 
 

融道男ほか監訳 
 

医学書院 
 

平成１７年 
 



参考書２ 
 

精神医学 
 

精神保健福祉士養成
セミナー編集委員会
編 
 

へるす出版 
 

平成２９年 
 

 
◆DP・CP 
コンピテンス 4：歯科医学および関連領域の知識 
コンピテンシー：4-1, 4-2, 4-3, 4-4, 4-7, 4-8 
対応するディプロマ・ポリシー：DP4 
 
コンピテンス 5：医療の実践 
コンピテンシー：5-2, 5-4, 5-7, 5-9, 5-10 
対応するディプロマ・ポリシー：DP5 
 
コンピテンス 6：コミュニケーション 
コンピテンシー：6-1, 6-2, 6-3, 6-4 
対応するディプロマ・ポリシー：DP6 
 
コンピテンス 7：地域社会への貢献 
コンピテンシー：7-1, 7-2, 7-3 
対応するディプロマ・ポリシー：DP7 
 
◆準備学習(予習・復習) 
必ず事前に教科書を読んで，授業内容の目的を理解しておくこと。 
 
◆準備学習時間 
各々授業時間相当を充てて予習と復習を行うこと。 
 
◆全学年を通しての関連教科 
隣接医学Ⅰ，Ⅱ 
口腔外科手術時の患者管理 
口腔診断学・有病者歯科学 
 
◆予定表 

回 クラス 月日 時限 学習項目 学修到達目標 担当 コアカリキュラム 

1 
 

 
 

4.3 
 

7 
 

１．（１）精神障害
の分類と成因（総
論） 
(参 2)pp.19-27 
（２）精神症状の
分類 
(参 2)pp.40-46 
（３）解剖 

・精神障害の分類について学修し説
明できる。 
・精神症状の捕らえ方（精神現象を
思考，感情，知覚などの要素に分け
て捕らえる方法）について学修し説
明できる。 
・中枢神経系の解剖と機能について
学修し説明できる。 

鈴木 貴浩 
 

E-6 医師と連
携するために
必要な医学的
知識 
 



(参 2)pp.7-18 
（４）認知症 
(参 2)pp.59-71 
（５）精神遅滞 
(参 2)pp.123-131 
 

・認知症と精神発達遅延，巣症状に
ついて学修し説明できる。 
 

2 
 

 
 

4.10 
 

7 
 

２．うつ病および
躁うつ病 
(参 2)pp.84-91 
 

・うつ病，躁うつ病の症状，治療，
経過について学修し説明できる。 
・歯科領域で問題となるうつ病の症
状について学修し説明できる。  
 

金森 正 
 

E-6 医師と連
携するために
必要な医学的
知識 
 

3 
 

 
 

4.17 
 

7 
 

３．統合失調症お
よび妄想性障害 
(参 2)pp.75-84 
 

・統合失調症の症状，治療，経過に
ついて学修し説明できる。 
・歯科領域で問題となる統合失調症
の症状について学修し説明できる。 
・自己臭症，醜貌恐怖などの妄想性
障害についてもあわせて学修し説明
できる。 
 

久保 英之 
 

E-6 医師と連
携するために
必要な医学的
知識 
 

4 
 

 
 

4.24 
 

7 
 

４．神経症圏の疾
患 
(参 2)pp.92-106 
 

・神経症の分類，症状，治療につい
て学修し説明できる。 
・身体表現性障害（身体化障害，心
気障害）の症状について学修し説明
できる。 
 

金子 宜之 
 

E-6 医師と連
携するために
必要な医学的
知識 
 

5 
 

 
 

5.1 
 

7 
 

５．パーソナリテ
ィ障害および小
児・思春期の精神
障害 
(参 2)pp.107-123，
132-147 
 

・パーソナリティ障害について学修
し説明できる。 
・小児，思春期の精神障害の症状に
ついて学修し説明できる。 
・歯科領域で問題となる人格障害の
対応について学修し説明できる。 
 

横瀬 宏美 
 

E-6 医師と連
携するために
必要な医学的
知識 
 

 
 

 
 

6.12 
 

6 
 

平常試験 
 

 
 

米原 啓之 
 

 
 

 
  



 


